
一　

は
じ
め
に

　

本
研
究
は
七
面
山
山
頂
付
近
に
構
え
る
敬
慎
院
七
面
山
本
社
の
建
築
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。

　

七
面
山
は
久
遠
寺
に
所
属
し
、
山
岳
信
仰
の
霊
場
か
ら
発
展
を
遂
げ
、
懺
悔
滅
罪・

現
世
安
穏
な
ど
の
現
世
利
益
を
授
け
る
七
面
神
信

仰
が
多
く
の
信
者
を
集
め
る
。
近
世
以
降
、
出
開
帳
な
ど
で
七
面
大
明
神
が
広
く
知
ら
れ
る
と
、
久
遠
寺
か
ら
奥
の
院
、
七
面
山
ま
で
を

巡
礼
地
と
し
、
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
七
面
山
は
身
延
山
の
裏
鬼
門
の
守
護
神
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
近
世
に
は
広
域
な
身
延
山
信

仰
が
形
成
さ
れ
た
。
な
お
敬
慎
院
は
元
来
、
七
面
山
別
当
の
別
当
所
を
指
す（

１
）。

　

現
在
の
七
面
山
本
社
は
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
火
災
後
の
再
建
で
あ
る
。
本
殿・

幣
殿・

拝
殿
か
ら
な
り
、
元
来
檜
皮
葺
で
あ
っ
た

が
、
同
九
年
（
一
七
八
〇
）
建
立
の
本
殿
お
よ
び
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
建
立
の
幣
殿
は
後
に
銅
板
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
。
同
じ
く
天

明
五
年
建
築
の
拝
殿
は
現
在
も
檜
皮
葺
の
ま
ま
保
た
れ
て
い
る
。
ま
た
現
地
で
は
社
殿
に
つ
い
て
「
七
面
造
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
近
世
の
建
築
技
術
や
意
匠
の
手
本
な
ど
を
集
め
た
雛
形
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
七
面
造
」
が
あ
る
。
こ
の
双
方
の
「
七
面
造
」

七
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は
か
な
り
異
な
る
形
状
を
呈
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
か
つ
て
民
間
に
広
く
流
布
し
た
七
面
神
信
仰
の
七
面
堂
建
築
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た（

２
）。

甲
州
、
江
戸
、
京
都
な
ど
広
範
に
存
在
す
る
七
面
堂
な
い
し
七
面

社
は
仏
堂
形
式
の
も
の
、
流
造
な
ど
社
殿
形
式
の
も
の
、
時
に
は
土
蔵
造
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
状
を
見
せ
て
お
り
、
七
面
神
を
祀
る
た
め
の
堂・

社
で
あ
っ
て
、
一

般
に
は
「
七
面
造
」
と
い
う
特
定
の
形
式
を
採
ら
な
い
。

　

七
面
山
本
社
を
「
七
面
造
」
と
呼
称
す
る
の
は
間
違
い
な
く
七
面
信
仰
の
本
拠

地
で
あ
る
こ
と
に
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
と
は
異
な
る
建
築
雛
形

の
「
七
面
造
」
は
何
に
基
づ
く
の
か
、
そ
れ
を
解
明
し
た
い
と
考
え
た
。
総
本
社

で
あ
る
七
面
山
本
社
に
つ
い
て
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
十
二
月
に
身
延
山
宝

物
館
に
お
い
て
関
連
す
る
絵
図
を
詳
細
に
見
せ
て
い
た
だ
き
、
か
つ
令
和
元
年
（
二

〇
一
九
）
七
月
に
現
地
に
て
実
測
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
を
こ
こ
に
発
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
研
究
の
対
象
と
す
る
七
面
山
敬
慎
院
本
社
は
、「
七
面
山
頂
上
付
近
に
あ

る
祖
師
像・

七
面
大
明
神
が
祀
ら
れ
る
拝
殿・

幣
殿・

本
殿
（
釈
迦
殿・
古
仏
堂

を
含
む
）
か
ら
成
る
建
物
を
指
す
」
と
定
義
す
る
。
七
面
堂
、
七
面
山
本
堂
、
大

明
神
宮
、
敬
慎
院
寶
珠
殿・

摩
尼
殿
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。
実
測
調
査
に
お
い
て

図１　七面山敬慎院本社
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は
本
社
の
ほ
か
、
随
身
門
、
和
光
門
、
奥
の
院
の
調
査
も
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

二　

七
面
山
に
つ
い
て

（
一
）
七
面
山
の
概
要

　

山
梨
県
の
南
西
部
、
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
に
属
す
る
最
高
標
高
一
九
八
九
メ
ー
ト
ル
、
山
頂
を
示
す
三
角
点
は
一
八
九
二
メ
ー
ト
ル
、
柔

ら
か
い
地
盤
の
特
徴
を
持
つ
山
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
手
紙
に
「
な
な
い
た
（
七
面
）
の
が
れ
の
た
け
」
と
の
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
時
か
ら
崩
壊
地
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
一
之
池
の
裏
か
ら
赤
沢
村
の
麓
に
か
け
て
の
大
規
模
な
が
れ
は
「
大
が
れ
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る（

３
）。

日
蓮
宗
に
お
け
る
山
岳
信
仰
の
霊
場
で
あ
る
。

　

七
面
山
自
体
は
早
川
町
に
聳
え
て
い
る
が
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
山
頂
の
所
有
権
を
巡
っ
て
、
七
面
山
麓
集
落
の
雨
畑
村
と
赤
沢

村
が
対
立
し
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
後
標
高
お
よ
そ
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
よ
り
高
所
は
歴
史
的
に
身
延
山
久
遠
寺
の
寺
領
で
あ
り（

４
）、

身
延

町
の
飛
び
地
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
七
面
山
の
信
仰
と
身
延
山
久
遠
寺

　

古
く
か
ら
雨
畑
村
（
現
早
川
町
）
の
村
民
に
祀
ら
れ
て
き
た
池
大
神
を
中
心
と
す
る
龍
神
信
仰
や
修
験
者
た
ち
に
よ
る
山
岳
信
仰
、
御

来
光
信
仰
の
聖
地
で
あ
っ
た
七
面
山
だ
が
、
久
遠
寺
の
寺
領
と
な
る
と
そ
れ
ら
す
べ
て
の
信
仰
を
内
包
し
つ
つ
、
総
本
山
久
遠
寺
の
守
護

神
と
し
て
七
面
大
明
神
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
廃
仏
毀
釈
を
乗
り
越
え
、
現
在
も
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
日
蓮
宗
徒
の

み
な
ら
ず
広
く
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。
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七
面
神
信
仰
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
中
尾
堯
氏
に
よ
る
「
七
面
山
の
信
仰（

５
）」

お
よ
び
林
是
晉
氏
に
よ
る
諸
研
究（

６
）、

そ
し
て
『
身

延
町
誌（

７
）』

な
ど
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
。

　

深
草
元
政
に
よ
る
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
『
七
面
大
明
神
縁
起
』
に
よ
る
と
、
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
九
月
の
こ
ろ
、
日
蓮
聖

人
が
い
つ
も
の
よ
う
に
岩
の
上
に
腰
を
掛
け
弟
子
や
檀
越
に
説
法
を
し
て
い
る
と
、
聴
衆
の
中
に
若
く
美
し
い
婦
人
が
い
た
。
た
ま
た
ま

来
訪
し
た
檀
越
の
波
木
井
氏
が
、
こ
の
婦
人
の
有
様
に
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
を
知
っ
た
日
蓮
聖
人
は
婦
人
に
「
本
形
に
復
せ
ん
や
」
と
華

瓶
の
水
を
与
え
る
と
、
た
ち
ま
ち
一
丈
あ
ま
り
の
蛇
（
竜
）
の
姿
に
変
化
し
「
仏
勅
を
蒙
り
御
法
神
と
な
ら
ん
、
永
く
此
山
を
し
て
水
火

兵
革
之
難
有
之
事
無
く
、
其
衆
生
一
乗
を
信
受
し
て
無
上
菩
提
に
回
向
す
る
事
有
之
者
は
、
其
所
願
皆
如
意
吉
祥
を
得
せ
し
め
ん
」
と
誓
っ

て
去
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
の
ち
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
に
大
檀
越
、
波
木
井
実
長
と
六
老
僧
日
朗
が
七
面
山
に
上
り
、
七
面
天

女
を
祀
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
前
述
の
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
縁
起
に
書
か
れ
て
い
る
七
面
大
明
神
と
日
蓮
聖
人
と
の
邂
逅
は
あ
く
ま
で
伝
説
で

あ
る
と
す
る
の
が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
。

　

宮
川
了
篤・

林
是
晋
両
氏
監
修
の
著
書
『
法
華
経
信
仰
の
霊
場
七
面
山
』
で
語
ら
れ
る
七
面
大
明
神
最
初
の
文
献
は
、
天
正
二
〇
年
（
一

五
九
二
）
十
二
月
八
日
、
日
宝
が
曼
荼
羅
本
尊
に
七
面
天
女
（
七
面
大
明
神
）
を
勧
請
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
一
方
、
望
月
真
澄
氏
の

著
書
『
近
世
日
蓮
宗
の
祖
師
信
仰
と
守
護
神
信
仰（

８
）』

で
の
史
料
的
初
見
は
、
久
遠
寺
が
所
蔵
す
る
七
面
大
明
神
像
で
、
そ
こ
に
は
天
文
十

三
年
（
一
五
四
四
）
霜
月
吉
日
の
銘
文
が
み
ら
れ
る
と
し
、
天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
の
日
宝
が
認
め
た
曼
荼
羅
本
尊
を
「
七
面
信
仰

が
次
第
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
論
考
す
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
七
面
山
の
信
仰
が
身
延
山
に
取
り
込
ま
れ
た
時
期
は
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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（
三
）
七
面
信
仰
の
普
及

　

七
面
山
は
江
戸
期
に
お
け
る
久
遠
寺
の
出
開
帳
に
よ
り
広
く
庶
民
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
徳
川
家
康
の
側
室
で
あ
る
養
珠
院

が
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
七
面
山
に
登
詣
を
果
し
て
以
降
、
七
面
山
の
女
人
禁
制
は
解
か
れ
た
。
こ
れ
に
影
響
を
受
け
、
大
奥
女
中
の

法
華
信
仰
の
高
揚
も
江
戸
期
を
通
じ
て
み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
総
本
山
へ
の
案
内
書
や
紀
行
文
に
も
紹
介
さ
れ
、
絵
図
類
に
も
七
面
山

の
領
域
ま
で
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
京
都
深
草
山
を
初
め
と
し
地
方
に
も
七
面
大
明
神
が
祀
ら
れ
始
め
て

い
る
。

　

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）、
身
延
三
〇
世
日
通
上
人
の
代
に
七
面
山
で
は
仏
教
寺
院
に
付
設
さ
れ
た
神
社
建
築
と
し
て
本
殿・

拝
殿・

庫

裏・

客
寮
島
の
諸
堂
が
新
築・
改
築
さ
れ
伽
藍
が
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

後
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
一
〇
月
十
二
日
夜
、
火
災
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
建
築
は
焼
失
し
て
し
ま
う
。
大
火
か
ら
四
年
後
の
安
永

九
年
に
四
十
七
世
日
豊
は
本
殿
を
七
面
山
に
再
建
し
た
。

　
『
身
延
山
諸
堂
記（

９
）』

に
よ
る
と
、
こ
の
時
再
建
さ
れ
た
本
殿
（
本
宮
）、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
翌
五
年
に
か
け
て
再
建
さ
れ
た

幣
殿・

拝
殿
が
敬
慎
院
伽
藍
の
中
心
を
な
す
。
棟
梁
は
久
遠
寺
の
宮
大
工
、
池
上
勘
解
由
で
あ
る
。

三　

七
面
山
敬
慎
院
域
の
建
築

　

表
参
道
よ
り
七
面
山
に
登
り
進
む
と
、
四
十
六
丁
目
に
和
光
門
が
あ
る
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
完
成
し
た
門
で
、
こ
れ
よ
り
先
、

七
面
山
の
神
域
に
入
る
。
四
十
八
丁
目
に
鐘
楼
と
手
水
舎
、
四
十
九
丁
目
に
は
随
身
門
（
大
正
一
〇
年
＝
一
九
二
一
）
が
あ
り
、
五
〇
丁

目
で
敬
慎
院
域
に
至
る
。
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敬
慎
院
域
で
は
一
之
池
の
ほ
と
り
に
伽
藍
が
広
が
り
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
建
築
の
水
中
寮
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
建
築

の
報
恩
寮
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
建
築
の
東
西
寮・

新
寮・

下
番・

札
場・

大
玄
関
の
宿
坊
施
設
に
隣
接
し
て
本
社
が
あ
る
。

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
外
廊
下
が
延
び
、
日
朗
堂
、
池
大
神
宮
、
願
満
堂
へ
と
繋
が
り
、
さ
ら
に
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
建
築
の
正
行
殿
、

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
建
築
の
参
籠
殿
が
接
続
し
て
い
る
。

　

七
面
山
本
社
は
東
面
し
て
建
ち
、
向
い
に
あ
る
石
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
前
述
の
随
身
門
が
あ
り
、
そ
の
先
に
遥
拝
所
が
あ
る
。
こ
こ

か
ら
は
富
士
山
を
拝
む
こ
と
が
で
き
、
後
方
か
ら
御
来
光
が
指
す
。
七
面
山
に
お
い
て
は
彼
岸
の
中
日
に
富
士
山
頂
か
ら
上
る
御
来
光
が

随
身
門
を
通
っ
て
現
在
の
社
殿
に
差
し
込
む
配
置
と
さ
れ
て
い
る

　

こ
こ
で
は
ま
ず
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
七
月
の
実
測
調
査
に
基
づ
く
七
面
山
本
社
の
建
築
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。

（
一
）
七
面
山
本
社
の
概
要

　

前
述
の
よ
う
に
七
面
山
史
に
お
け
る
最
大
の
災
厄
で
あ
る
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
七
面
山
火
災
の
の
ち
、
本
社
は
再
建
さ
れ
、
今
日

に
至
る
。
七
面
山
本
社
の
建
築
は
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）、
十
八
世
日
賢
上
人
の
染
筆
の
曼
荼
羅
本
尊
に
「
七
面
大
明
神
宝
殿
常
住
之
守

護
本
尊
」
の
脇
書
が
あ
る
た
め
、
こ
の
時
に
宝
殿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
七
面
山
の
伽
藍
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

に
整
備
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
と
後
、
さ
ら
に
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
焼
失
で
本
社
の
建
築
が
大
き
く
変
化
し
た
。

　

現
在
の
七
面
山
本
社
に
お
い
て
拝
殿・

幣
殿・

本
殿
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
身
延
町
の
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。

　

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
大
火
以
前
の
規
模
は
『
身
延
山
諸
堂
記
』
に
よ
る
と
本
殿
が
三
間
半
×
四
間
、
幣
殿
が
二
間
半
×
二
間
、
拝
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図２　七面山敬慎院配置図
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殿
が
六
間
×
四
間
で
、
再
建
後
は
本
殿
が
四
間

四
方
、
幣
殿
が
四
間
×
三
間
、
拝
殿
が
七
間
半

×
五
間
で
あ
り
、
前
身
建
物
よ
り
一
回
り
大
き

い
。

　

現
状
の
実
長
規
模
は
本
殿
四
間
×
四
間
半
、

幣
殿
五
間
半
×
三
間
半
、
拝
殿
八
間
×
五
間
で

あ
る
が
、
周
囲
の
縁
の
取
り
込
み
や
柱
間
の
カ

ウ
ン
ト
の
相
違
な
ど
に
よ
り
、
史
料
記
載
と
実

長
と
で
規
模
は
通
常
若
干
異
な
る
。
再
建
社
殿

が
間
違
い
な
く
現
在
の
七
面
社
で
あ
る
。

（
二
）
拝　

殿

　

拝
殿
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
建
立
さ

れ
た
、
桁
行
八
間
、
梁
間
五
間
、
入
母
屋
造
、

平
入
、
檜
皮
葺
の
建
築
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う

に
も
と
も
と
拝
殿
、
幣
殿
、
本
殿
と
も
に
檜
皮

葺
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
拝
殿
の
み
が
檜
皮
葺

図３　七面山本社平面図（上）断面図（下）
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と
な
っ
て
い
る
。
慶
応
元
年
（
一
八
一
五
）、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九

八
二
）
に
そ
れ
ぞ
れ
檜
皮
の
葺
替
え
を
行
い
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
破
風
の
修
理
を
実

施
し
て
い
る
。

　

屋
根
に
は
正
面
側
に
千
鳥
破
風
を
設
け
、
向
拝
に
は
唐
破
風
を
付
け
る
。
組
物
は
出
組
で
禅
宗
様

木
鼻
、
実
肘
木
を
持
ち
、
中
備
は
間
斗
束
で
あ
る
。
室
内
は
円
柱
、
畳
敷
に
格
天
井
で
あ
る
。

　

格
天
井
に
は
格
子
の
一
つ
一
つ
に
龍
の
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
七
面
大
明
神
と
描
か
れ
た
提
灯
が

飾
ら
れ
る
。
宿
坊
か
ら
続
く
廊
下
か
ら
直
接
拝
殿
の
畳
敷
き
の
室
内
へ
と
入
る
こ
と
が
で
き
、
回
廊

は
正
面
か
ら
北
に
あ
る
日
朗
堂
側
の
二
辺
に
廻
り
、
そ
こ
か
ら
日
朗
堂
へ
と
続
く
渡
り
廊
下
と
な
る
。

　

向
拝
は
几
帳
面
取
の
角
柱
に
大
斗・
連
三
斗
を
載
せ
、
身
舎
と
は
蝦
虹
梁
で
緊
結
さ
れ
る
。
軒
は

二
軒
繁
垂
木
で
あ
り
、
向
拝
桁
で
飛
檐
垂
木
を
打
越
し
、
先
端
に
も
う
一
段
の
垂
木
を
つ
け
る
。

　

十
八
世
紀
後
期
ら
し
い
意
匠
の
大
型
拝
殿
で
あ
り
、
檜
皮
葺
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
屋
根
正
面
の
千

鳥
破
風
と
唐
破
風
向
拝
が
強
い
印
象
を
与
え
る
建
築
で
あ
る
。

（
三
）
幣　

殿

　

幣
殿
も
拝
殿
と
同
じ
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
建
立
さ
れ
た
、
桁
行
五
間
半
、
梁
間
三
間
半
、

両
下
造
、
銅
板
葺
の
建
築
で
あ
る
。
当
初
は
檜
皮
葺
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に

銅
板
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
さ
ら
に
屋
根
替
を
実
施
し
て
い
る
。

図４　拝殿外観（千鳥破風と向拝唐破風）　図５　拝殿内部
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本
殿
と
拝
殿
は
円
柱
、
軒
は
二
軒
繁
垂
木
で
あ
る
が
、
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
幣
殿
は
角
柱
で
軒
は
一

軒
疎
垂
木
で
あ
る
。
梁
間
を
三
ス
パ
ン
に
分
割
し
、
中
央
に
舟
肘
木
を
設
け
る
。
中
央
部
の
蟻
壁
に

は
七
面
大
明
神
が
天
女
の
姿
に
描
か
れ
、
天
井
は
折
上
天
井
で
、
大
き
な
龍
を
描
く
。
脇
の
間
の
天

井
は
折
上
格
天
井
で
あ
る
。

　

幣
殿
と
拝
殿
の
床
は
段
差
な
く
繋
が
っ
て
い
る
が
、
境
に
は
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
幣
殿
内
に

は
登
高
座
や
磬
台
、
経
机
、
信
徒
か
ら
の
奉
納・

寄
進
品
が
並
ぶ
卓
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
幣

殿
か
ら
古
仏
堂
へ
の
廊
下
に
繋
が
る
。

（
四
）
本　

殿

　

本
殿
の
建
築
年
代
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
で
、
幣
殿・

本
殿
よ
り
五
年
早
い
。
桁
行
四
間
、

梁
間
四
間
半
、
入
母
屋
造
、
平
入
、
銅
板
瓦
棒
葺
の
建
築
で
あ
る
。

　

幣
殿
同
様
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
銅
板
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇

一
六
）
に
内
部
塗
替・

葺
替
を
実
施
し
た
。

　

屋
根
の
正
面
側
に
千
鳥
破
風
を
設
け
、
そ
の
た
め
棟
が
Ｔ
字
形
を
な
す
。
こ
れ
は
拝
殿
も
同
じ
で

あ
る
が
、
後
述
す
る
「
七
面
造
」
の
棟
が
十
字
形
に
な
る
こ
と
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

円
柱
に
台
輪
を
置
き
、
組
物
は
三
手
先
、
禅
宗
様
木
鼻
を
持
ち
、
平
で
二
段
、
隅
で
三
段
の
尾
垂

木
を
つ
け
る
。

図６　幣殿外観図７　幣殿内部
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廊
下
と
本
殿
内
部
の
床
は
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
段
差
が
あ
り
、
廊
下
と
幣
殿
は
段
差
な
く
繋
が
る
。

幣
殿
か
ら
は
三
段
ほ
ど
の
階
段
で
上
る
。
幣
殿・

本
殿
境
の
中
央
部
は
柵
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
本

殿
の
内
部
は
畳
敷
で
、
内
陣
、
脇
間
、
外
陣
に
区
切
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
折
上
格
天
井
が
設
け

ら
れ
、
内
陣
の
み
天
井
が
高
い
。

　

幣
殿
と
同
じ
く
、
蟻
壁
に
は
七
面
大
明
神
が
天
女
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
内
外
陣
境
の
欄
間
は

彫
刻
と
な
っ
て
い
る
。
内
陣
の
須
弥
壇
に
宮
殿
が
載
る
。
幣
殿
接
続
部
以
外
の
三
辺
に
回
廊
が
あ
り
、

内
陣
後
部
の
廊
下
よ
り
釈
迦
堂
が
併
設
さ
れ
る
。
こ
の
回
廊
部
は
板
敷
に
現
状
で
は
絨
毯
が
敷
か
れ

て
い
る
。
天
井
は
化
粧
軒
裏
で
、
地
垂
木
、
飛
檐
垂
木
を
外
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
壁

外
の
地
垂
木
の
露
出
部
が
短
く
、
縁
廻
り
に
後
補
と
し
て
壁
を
立
ち
上
げ
た
可
能
性
が
あ
る
。
壁
に

は
禅
宗
様
の
花
頭
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
五
）
本
殿
の
復
原

　

安
永
五
年
に
発
生
し
た
火
災
後
に
い
ち
早
く
建
て
ら
れ
た
本
殿
が
し
ば
ら
く
独
立
で
建
っ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
現
状
で
は
地
垂
木
と
縁
先
の
壁
面
と
の
取
合
い
が
不
自
然
で
あ

り
、
当
初
縁
廻
り
に
は
壁
が
無
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
再
建
当
初
の
復
原
を
行
っ
た
。
現
在
の
内
部
空
間
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ

う
に
、
内
外
陣
が
本
殿
の
み
で
完
結
す
る
形
で
あ
り
、
三
間
仏
堂
の
平
面
形
状
を
呈
し
て
い
る
。

図８　本殿外観図９　本殿内部
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（
六
）
釈
迦
堂

　

釈
迦
堂
は
本
殿
の
裏
手
に
置
か
れ
て
お
り
、
建
築
年
代
は
昭
和
三
十

九
年
（
一
九
六
四
）
で
あ
る
。

　

二
間
半
×
二
間
、
入
母
屋
片
下
造
、
金
属
板
瓦
棒
葺
で
あ
る
。
内
廻

の
組
物
は
出
組
、
外
廻
は
平
三
斗
、
禅
宗
様
木
鼻
付
き
で
、
折
上
変
形

格
天
井
、
堂
内
中
心
に
宮
殿
を
置
く
。「
身
延
竹
之
坊
遠
藤
氏
が
別
当
の

際
、
東
京
都
水
中
氏
が
寄
進
者
と
し
て
落
成
し
た
」
と
い
う
札
が
か
か

る
。
他
に
釈
迦
堂
宮
殿
台
座
仏
天
蓋
、
釈
迦
堂
内
陣
彫
刻
一
式
、
釈
迦

堂
前
机
五
具
足
蓮
花
の
本
願
人
の
札
が
並
ぶ
。
こ
の
釈
迦
堂
は
一
之
池

に
面
し
た
崖
上
に
建
っ
て
い
て
、
基
礎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
。
内

部
構
造
は
左
右
対
称
で
あ
る
が
、
南
に
あ
る
宿
坊
側
に
物
置
が
隣
接
し

て
い
る
。
物
置
を
増
築
し
た
際
に
改
修
し
た
の
か
、
花
頭
窓
が
消
失
し

て
い
る
た
め
、
障
子
は
付
属
し
て
い
る
が
開
け
た
先
は
壁
の
箇
所
が
あ

る
。

（
七
）
古
仏
堂

　

幣
殿
の
北
に
畳
廊
下
で
繋
が
る
桁
行
二
間
、
梁
間
一
間
半
、
入
母
屋

図10　本殿の外壁と垂木

図11　本殿復原（上右：外観　下左：軒　下右：前面）
復原：小嶋大也『七面山敬慎院寶珠殿の建築について』二〇一九年度芝浦工業大学卒業論文
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造
、
檜
皮
葺
の
小
仏
堂
で
あ
る
。
建
築
年
代
は
分
か

ら
な
い
が
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
「
大

日
本
甲
斐
国
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
久
遠
寺
全
図
」
に

描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に
は
建
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
組
物
は
凝
っ
た
形
状
の
平
三
斗
、
禅
宗
様
木

鼻
が
あ
り
、
中
備
は
台
輪
上
に
撥
束
を
置
く
。
花
頭

窓
が
あ
る
た
め
、
禅
宗
様
要
素
の
強
い
意
匠
と
な
っ

て
い
る
。
柱
や
梁
が
黑
み
を
帯
び
て
い
る
が
、
一
般

的
に
護
摩
を
焚
い
た
と
き
な
ど
に
出
る
煤
が
原
因
で

木
材
が
黑
ず
む
の
で
、
こ
の
古
仏
堂
は
他
所
で
使
用

さ
れ
て
い
た
護
摩
堂
等
を
移
築
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

四　

七
面
造
に
つ
い
て

　

前
章
で
は
「
七
面
造
」
と
し
て
呼
ば
れ
る
現
在
の

七
面
山
本
社
の
建
築
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
一
方
、

「
七
面
造
」
と
は
、『
建
築
大
辞
典
第
二
版
』（
彰
国

社
、
一
九
九
三
年
）
か
ら
引
用
す
る
と
、「
江
戸
時
代

図14　古仏堂外観図15　古仏堂内部

上　図12　釈迦堂外観
左　図13　釈迦堂内部
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に
生
ま
れ
た
神
社
建
築
様
式
の
一
。

浅
間
造
の
変
形
。
こ
の
名
称
は
日

蓮
宗
守
護
神
の
七
面
菩
薩
か
ら
出

た
と
い
う
。
平
面
は
十
字
形
。
正

面
中
央
に
唐
破
風
の
向
拝
を
付
け

る
。
主
屋
は
平
入
り
、
入
母
屋
造

り
。
屋
根
上
に
方
形
造
り
の
楼
を

載
せ
、
楼
は
正
面
千
鳥
破
風
、
両

側
面
は
軒
唐
破
風
と
す
る
。」
と
定

義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
姿
は
現
在

の
七
面
山
本
社
の
形
態
と
は
か
な

り
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
『
建
築
大
辞
典
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
七
面
造
が
依
拠

し
た
江
戸
時
代
の
雛
形
書
ほ
か
史

料
を
取
り
上
げ
る
。

図17　図16の読み下し及び現代語訳

図16　『新撰雛形一、宮形』「七面作り平」
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（
一
）
木
暮
甚
七
『
新
撰
雛
形
一　

宮
形
』
須
原
屋
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

　
『
新
撰
雛
形
』
は
江
戸
時
代
の
大
工
の
雛
形
書

（
（1
（

で
あ
り
、
一
巻
の
宮
形
か
ら
、
二
巻
門
形
、
三
巻
堂
形
、
四
巻
塔
形
、
五
巻
繪
様
と
シ

リ
ー
ズ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
七
面
造
は
そ
の
う
ち
の
一
巻
宮
形
に
春
日
造
、
神
明
造
と
並
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
平
面
図
と
二
面
の
立

面
図
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
七
面
作
り
平
」
と
書
か
れ
た
正
面
の
立
面
図
が
『
建
築
大
辞
典
』
の
「
七
面
造
」
立
面
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

雛
形
は
建
築
平
面
お
よ
び
立
面

の
各
部
比
率
を
記
し
た
い
わ
ば
設

計
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。

　

春
日
造
の
よ
う
な
汎
用
性
の
高

い
意
匠
と
並
ん
で
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
七
面
造
は
屋
根
形
状
を
初

め
と
し
て
か
な
り
手
が
込
ん
で
い

る
の
で
、
施
工
す
る
機
会
は
あ
ま

り
多
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

上　図18　『新撰雛形一、宮形』「七面作り妻」
下　図19　図18の読み下し及び現代語訳
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（
二
）『
北
斎
漫
画
八
編
』
よ
り

　
『
浮
世
絵
大
事
典

（
（1
（

』
に
よ
る
と
、『
北
斎
漫
画
』
と
は
、
花
鳥
山
水
か
ら
人
物
、
架
空
の
動
物

や
伝
説
上
の
人
物
、
建
築
物
に
い
た
る
ま
で
森
羅
万
象
を
網
羅
し
た
葛
飾
北
斎
に
よ
る
絵
本
で

あ
る
。

　

こ
の
写
実
性
か
ら
、
実
物
を
見
て
描
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
八
編
に
は
建
物
の
名
称

が
書
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、「
七
面
作
」
と
建
築
様
式
の
名
称
の
み
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。『
北

斎
漫
画
』
に
は
他
の
絵
本
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
指
摘
さ
れ
る
題
材
も
あ
る
こ
と
か
ら

（
（1
（

、
前
述

の
よ
う
な
雛
形
書
等
を
ヒ
ン
ト
に
、
想
像
で
補
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
三
）
呉
羽
山
の
七
面
堂
（
富
山
県
富
山
市
）

　

武
内
淑
子
氏
の
『
呉
羽
山
の
七
面
堂

（
（1
（

』
に
よ
る
と
、
万
治
年
間
（
一
六
五
八
～
一
六
六
〇
）、

藩
主
前
田
利
次
か
ら
そ
の
土
地
を
拝
領
し
た
富
山
藩
士
が
建
立
し
た
七
面
堂
が
存
在
し
た
。
こ

の
堂
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
合
寺
令
で
打
ち
毀
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
面
影
を
遺
す
も
の
と
し
て
、
実
際
に
そ
の
七
面
堂
を
知
っ
て
い
た
方
の
証
言
か
ら
描

か
れ
た
絵
図
が
現
在
の
七
面
堂
を
管
理
す
る
立
像
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

図21　呉羽山の七面堂 図20　『北斎漫画』七面作
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（
四
）
妙
傳
寺
の
七
面
堂
（
京
都
府
京
都
市
）

　
「
京
都
本
山
西
身
延
妙
傳
寺
略
圖
」
に
は
左
下
に
七
面
堂
と
記
載
の
つ
い
た
建
物
が
存

在
し
、
前
述
の
七
面
造
の
形
状
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
が
、
特
徴
の
二
層
建
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。『
京
都
府
の
近
世
社
寺
建
築
』（
一
九
八
三

（
（1
（

）
に
よ
る
と
、
岡
崎
通

の
拡
張
で
取
り
壊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
七

面
大
明
神
像
は
本
社
に
移
さ
れ
、
現
在
も
信
仰
篤
く
祀
ら
れ
て
い
る
。

五　

七
面
堂
の
前
身
建
築
形
態

（
一
）
七
面
山
本
社
と
「
七
面
造
」

　

文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）、
身
延
十
八
世
日
賢
上
人
の
染
筆
の
曼
荼
羅
本
尊
に
「
七
面
大
明
神
宝
殿
常
住
之
守
護
本
尊
」
の
脇
書
が
あ
る

た
め
、
こ
の
時
に
宝
殿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

一
方
、
絵
図
を
含
む
古
記
録
に
「
七
面
造
」
の
文
字
は
な
く
、
現
在
の
本
社
の
建
築
も
前
述
の
七
面
造
の
様
相
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

何
故
、
い
つ
頃
か
ら
、「
七
面
造
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
。『
日
連
宗
寺
院
の
建
築
』
に
「
今
の
七
面
山
本
社
で

は
此
の
式
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が
略
化
さ
れ
た
趣
が
な
く
も
な
い
」（
藤
島
亥
治
郎
「
日
連
宗
寺
院
の
建
築
」『
仏
教
考
古
学
講
座
第
十
四

巻
』
雄
山
閣
、
一
九
三
六
年
）
と
記
述
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
延
宝
三
年
の
整
備
前
【
～
一
六
七
五
】、
整
備
後
で
安
永
五
年
（
一
七
七

六
）
の
火
災
焼
失
よ
り
前
の
期
間
【
一
六
七
五
～
一
七
七
六
】、
焼
失
後
再
整
備
【
一
七
七
六
～
】、
の
三
期
間
の
絵
図
を
比
較
し
て
、
各

時
代
の
建
築
と
建
築
雛
形
に
あ
る
「
七
面
造
」
に
つ
い
て
比
較
考
察
し
た
い
。

図22　�「京都本山西身延妙傳寺略圖」に
よる七面堂
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（
二
）
延
宝
三
年
の
整
備
前
の
建
築
【
～
一
六
七
五
】

　

久
遠
寺
が
所
持
す
る
七
面
山
が
描
か
れ
て
い
る
最
も
古
い
絵
図
に
「
身
延
山
絵
図
屏
風
」
が
あ
る
。
従
来
成
立
年
代
に
二
説
が
あ
り
、

一
説
に
二
十
八
世
日
奠
上
人
在
世
時
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
か
ら
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
成
立
、
他
の
説
は
三
〇
世
日
通
上
人
代
、

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
三
月
か
ら
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
二
月
の
成
立
と
し
て
い
る

（
（1
（

。
い
ず
れ
も
十
七
世
紀
後
半
で
あ
る
。

　

絵
図
に
は
一
之
池
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
は
平
地
に
整
備
さ
れ
て
い
る
山
頂
付
近
の
平
地
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も

見
え
る
。「
七
面
明
神
」
の
文
字
の
あ
る
堂
は
平
入
の
入
母
屋
造
で
、
四
周
に
縁
が
廻
り
、
鳥
居
の
先
に
あ
る
。
単
層
の
建
築
で
あ
り
、
七

面
造
の
特
徴
で
あ
る
二
層
の
構
成
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
そ
の
奥
に
屋
根
が
二
棟
み
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
面
山
敬
慎
院
域
が
整
備
さ

れ
始
め
た
頃
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
「
甲

州
身
延
山
久
遠
寺
惣
絵
図

（
（1
（

」
は
左

下
に
刊
記
「
延
宝
二
年
甲
寅
十
一

月
冬
至
日
禅
妙
考
之
（
江
戸
京
橋

林
九
良
兵
衛
／
京
寺
町
二
条
上
ル

丁
林
氏
吉
永
）
開
板
」
と
記
載
が

あ
り
、
身
延
詣
の
案
内
図
と
し
て

広
く
頒
布
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。

図24　�「甲州身延山久遠寺惣絵図」によ
る七面社

図23　�「身延山絵図屏風」の七面明神
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「
七
面
」
の
文
字
の
下
に
あ
る
建
築
は
千
木
の
つ
い
た
切
妻
造
の
社
殿
で
あ
る
よ
う
に
見
え
、
正
面
に
向
拝
が
描
か
れ
て
い
る
。
や
は
り

単
層
の
建
物
で
、「
七
面
造
」
の
様
相
は
呈
し
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
七
面
山
山
頂
付
近
は
久
遠
寺
の
寺
領
と
な

り
、
養
珠
院
が
登
詣
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
七
面
信
仰
が
徐
々
に
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。「
く
り
や
」
や
「
棟
数
十

有
」
の
表
記
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
参
詣
者
の
た
め
の
施
設
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
恐
ら
く
一
之
池
で
あ
ろ

う
表
現
の
位
置
が
実
際
と
異
な
る
こ
と
な
ど
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
絵
図
で
あ
る
。

（
三
）
伽
藍
整
備
後・
火
災
焼
失
前
の
建
築
【
一
六
七
五
～
一
七
七
六
】

　
『
身
延
山
史
』
に
よ
る
と
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
一
〇
月
の
大
鐘
堂
に
続
き
、
同
三
年
に
は
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
、
廊
下
、
御
供

所
、
庫
裡
、
客
殿
、
籠
堂
、
池
大
神
宮
、
随
身
門
、
推
鐘
乃
堂
等
、
諸
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
同
年
八
月
に
遷
座
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
『
身
延
山
諸
堂
記
』
に
よ
る
主
立
っ
た
規
模
の
記
載
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
明
神
本
宮　

三
間
半
ニ
四
間

一
幣
殿　

二
間
半
ニ
二
間

一
拝
殿　

六
間
ニ
四
間

一
廊
下　

二
間
ニ
四
間　

二
通
り
有
之

一
御
供
屋　

三
間
四
方

一
庫
裏　

六
間
半
ニ
八
間
半

一
池
太
神
宮　

七
尺
ニ
一
間
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一
随
身
門　

二
間
半
ニ
三
間
半

一
鐘
堂　

九
尺
四
方

　

こ
れ
ら
の
建
築
を
描
い
た
と
推
定
さ
れ
る
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
以
降
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
焼
失
す
る
ま
で
の
絵
図
を
四

点
紹
介
す
る
。
な
お
随
身
門
と
鐘
堂
は
火
災
焼
失
を
免
れ
た
。

　

概
ね
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
一
）
に
描
か
れ
た
「
身
延
山
絵
図

（
（1
（

」（
図
25
）

　

成
立
年
代
推
定
江
戸
中
期
と
さ
れ
る
「
身
延
山
絵
図

（
（1
（

」（
図
26
）

　

成
立
年
代
不
明
「
身
延
山
絵
図

（
（1
（

」（
図
27
）

　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
身
延
山
図
経

（
（2
（

」（
図
29
）

　

図
26
に
関
し
て
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
伽
藍
の
様

相
が
図
25
と
酷
似
し
て
い
る
た
め
、
同
様
の
年
代
の
伽
藍
を

描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
図
25
～
27
は
そ
れ
ぞ
れ
広
く

頒
布
さ
れ
る
木
版
刷
、
一
点
物
の
絵
図
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
が
、
内
容
が
非
常
に
似
て
い
る
た
め
、
信
頼
性
は
高
い
と

み
る
。

　

そ
れ
ら
に
は
拝
殿
か
ら
伸
び
る
廊
下
、
も
し
く
は
幣
殿
、

そ
し
て
縁
周
り
が
高
い
本
殿
が
確
認
で
き
る
。
一
の
池
の
表

現
も
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
配
置
図
と
大
き
く
変
わ
り
は
な

図25　「身延山絵図」の大明神宮

図26　「身延山絵図」の大明神宮
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い
。

　

拝
殿
は
平
入
で
入
母
屋
屋
根
と
推
定
で
き
る
。
拝
殿
の
後

ろ
に
幣
殿
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
殿
の
上
の
層
に
繋
が
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
本
殿
の
床
下
は
不
明
で
あ
る
が
、
上

層
の
屋
根
と
下
層
の
屋
根
が
二
重
に
設
け
ら
れ
る
「
七
面
造
」

と
は
形
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
大
社
造
で
最
も
古
い
神
魂
神
社
（
島
根
県・

国

宝
）
の
社
殿
に
似
て
い
る
。
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
比
べ
る
と
、
神
魂
神
社
は
妻
入
の
大
社
造
で
あ
る
が
、

七
面
山
本
社
の
本
殿
は
平
入
で
切
妻
造
な
い
し
流
造
の
屋
根
形
式
で
あ
る
。
棟
か
ら
幣
殿
に
か
け
て
降
棟
が
あ
り
、
先
端
に
は
唐
破
風
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
も
異
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
七
面
山
本
社
と
は
異
な
り
、
火
災
焼
失
前
の
本
殿
は
床
高
が
か
な
り
高
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
ま
ず
参
拝
者
は
拝
殿
前

方
か
ら
後
方
の
高
い
本
殿
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
ご
来
光
に
関
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

七
面
山
に
お
い
て
は
彼
岸
の
中
日
に
富
士
山
頂
か
ら
上
る
御
来
光
が
随
身
門
を
通
っ
て
現
在
の
社
殿
に
差
し
込
む
配
置
と
さ
れ
て
い
る
。

本
殿
が
拝
殿
よ
り
高
い
と
、
こ
の
光
を
確
実
に
本
殿
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
推
論
の
域
を
出
な
い
が
、
絵
図
に
示
さ
れ
る
中
世
の
神

社
様
式
に
近
い
形
態
が
七
面
山
本
社
の
前
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

次
に
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
焼
失
の
少
し
前
に
発
行
さ
れ
た
「
身
延
山
図
経
」
で
は
、
敬
慎
院
に
繋
が
る
廊
下
が
描
か
れ
て
お
ら

図27　「身延山絵図」の大明神宮

図28　�神魂神社� �
（天正十一年＝一五八三）
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ず
、
本
社
が
単
独
し
た
建
築
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
殿
の
屋
根
の
形
態
が
そ
れ
ま
で
と
違
っ
て
妻
入

に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
伽
藍
含
め
、
一
度
改
築
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
天
妃
祠
と
書
か

れ
た
本
殿
は
や
は
り
高
床
の
建
築
に
描
か
れ
、
天
都
宮
と
書
か
れ
た
拝
殿
と
幣
殿
で
繋
が
れ
て
い
る
。

（
四
）
焼
失
後
再
整
備
の
建
築
【
一
七
七
六
～
】

　
『
身
延
山
史
』
な
ど
で
は
堂
宇
残
ら
ず
焼
失
し
た
、
と
の
記
載
が
多
い
が
、『
身
延
山
諸
堂
建
立
記
』

で
は
「
安
永
五
年
一
〇
月
十
一
日
ノ
夜
回
禄
七
面
山
堂
宇
不
残
（
鐘
堂・

隋
身
門
ノ
コ
ル
）」
と
の
記
録

が
あ
る
。
焼
失
後
、
順
次
伽
藍
の
再
建
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
宿
坊
が
徐
々
に
拡
張
さ
れ
る
な
ど
、
多
く

の
参
詣
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
本
殿
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

幣
殿・

拝
殿
に
続
き
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
奥
の
院
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
和
光
門
、
大

正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
随
身
門
が
造
ら
れ
た
。
昭
和
に
入
っ
て
も
二
〇
年
（
一
九
五
〇
）
に
池
大
神
宮
が
改
修
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年

（
一
九
七
四
）
に
本
殿
奥
に
釈
迦
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
参
籠
殿
、
同
六
十
三
年
（
一
九
九
八
）
東
西
寮
、
平

成
九
年
（
一
九
九
七
）
報
恩
寮
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
水
中
寮
と
現
代
に
も
伽
藍
整
備
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

図
30
「
身
延
山
一
覧
表
獨
案
内

（
（2
（

」
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
発
行
さ
れ
た
。
幣
殿
と
本
殿
の
屋
根
が
葺
替
え
ら
れ
た
明
治
十
八

年
（
一
八
八
五
）
前
の
発
行
で
あ
る
た
め
、
屋
根
表
現
が
次
の
図
31
と
異
な
る
。

　

図
31
「
大
日
本
甲
斐
国
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
久
遠
寺
全
図

（
（2
（

」
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
印
刷
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図

で
は
か
な
り
伽
藍
が
整
備
さ
れ
、
現
在
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
建
立
年
代
不
明
と
し
て
い
た
古
仏
堂
が
こ
の 図29　「身延山図経」天妃祠と天都宮
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絵
で
は
確
認
で
き
る
。
七
面
山
本
社
は
火
災
後
の

再
建
か
ら
は
構
造
変
更
を
伴
う
改
築
は
行
わ
れ
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
図
30
ま
で
は
敬
慎

院
の
建
築
群
を
南
東
方
向
か
ら
見
て
い
た
が
、
こ

の
絵
図
で
は
北
東
方
向
か
ら
見
て
描
い
て
い
る
。

（
五
）
現　

在

　

建
立
か
ら
度
重
な
る
改
修
を
経
て
、
屋
根
の
部

材
や
、
壁
の
位
置
、
他
堂
と
の
接
続
な
ど
の
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
伽
藍
域
全
て
の
建
物
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
縁
廻
り
に
壁
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
は
、
厳
し
い
山
頂
の
天
候
に

順
応
し
て
き
た
形
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
本
社
は
「
七
面
造
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
呼
称
が

七
面
大
明
神
を
祀
る
総
本
社
に
相
応
し
い
威
厳
と
風
格
と
と
も
に
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

六　

結　

び

　

七
面
山
敬
慎
院
本
社
の
建
築
様
式
は
「
七
面
造
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
発
生
時
期
を
正
確
に
辿
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
建

築
雛
形
の
中
に
掲
載
さ
れ
た
七
面
造
は
一
棟
で
完
結
す
る
二
層
の
建
築
で
あ
る
が
、
現
在
の
七
面
山
本
社
は
本
殿・

幣
殿・

拝
殿
が
繋
が

る
複
合
社
殿
で
あ
り
、
す
べ
て
単
層
で
あ
る
。
こ
の
複
合
社
殿
を
慣
例
的
に
「
七
面
造
」
と
呼
ん
で
き
た
と
推
測
で
き
る
。

図30　「身延山一覧表獨案内」七面山

図31　�「大日本甲斐国日蓮宗総本山身延
久遠寺全図」
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一
方
、
七
面
山
本
社
を
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
伽
藍
整
備
前
、
整
備
後
か
ら
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
焼
失
ま
で
の
間
、
焼
失
後

再
整
備
の
三
期
間
に
分
け
て
調
べ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
二
層
の
建
築
で
は
な
か
っ
た
が
、
焼
失
前
の
本
殿
が
高
い
床
を
も
つ
特
殊
な
形
態

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

拝
殿
か
ら
屋
根
の
高
い
幣
殿
が
接
続
し
、
床
の
高
い
本
殿
に
続
い
て
い
る
特
徴
は
、
複
数
の
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
「
七
面
造
」

の
よ
う
な
二
層
建
築
で
は
な
い
に
し
て
も
、
本
殿
の
屋
根
高
さ
は
通
常
の
建
築
よ
り
ゆ
う
に
一
層
分
高
い
。
こ
れ
が
、
七
面
信
仰
の
流
布

と
と
も
に
七
面
信
仰‌
の
本
山
の
建
築
の
特
徴
と
し
て
伝
播
し
、
や
が
て
完
全
な
二
層
の
建
築
に
昇
華
さ
れ
七
面
造
の
雛
形
と
し
て
完
成
し

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

特
に
安
永
の
大
火
前
の
絵
図
の
中
で
少
し
表
現
が
違
っ
て
い
た
「
身
延
山
図
経
」
の
描
写
で
あ
る
が
、
拝
殿
（
天
都
宮
）
の
前
面
に
立

ち
本
殿
（
天
妃
祠
）
ま
で
を
見
通
し
た
立
面
を
描

く
と
拝
殿
の
上
に
本
殿
の
屋
根
が
乗
る
よ
う
に
見

え
る
の
で
、「
七
面
作
り
平
」
の
立
面
に
よ
く
似
た

も
の
に
な
る
。

　

但
し
『
新
撰
雛
形
』
の
発
行
は
一
七
五
九
年
、

「
身
延
山
図
経
」
は
一
七
六
二
年
で
あ
る
た
め
年
代

的
に
は
難
し
い
仮
説
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
身
延
山

図
経
」
が
雛
形
の
絵
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ

る
。

図32　�『新撰雛形一　宮形』より七面作
り平

図33　「身延山図経」
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な
お
大
火
の
前
後
で
特
に
本
殿
の
形
態
が
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
何
故
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
に
は
十
八
世
紀

の
半
ば
に
は
甲
州
で
も
本
殿・

幣
殿・

拝
殿
が
ほ
ぼ
水
平
に
繋
が
る
権
現
造
に
似
た
複
合
社
殿
が
増
え
て
お
り
、
再
建
に
際
し
て
時
流
に

乗
っ
た
建
築
形
態
を
選
ん
だ
、
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
安
永
の
火
災
は
大
災
厄
で
あ
り
、
参
籠
の
信
者
も
多
数
死
傷
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
身
延
貫
首
日
唱
上
人
は
七
面
大
明
神

を
邪
神
と
称
し
た
と
さ
れ
、
西
谷
檀
林
と
の
間
で
係
争
と
な
る
。
不
受
不
施
派
を
疑
わ
れ
た
彼
は
牢
死
し
、
身
延
の
歴
世
を
除
か
れ
た

（
（2
（

。

以
後
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
復
歴
す
る
ま
で
約
二
四
〇
年
間
「
除
歴
日
唱
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
災
厄
と
そ
れ
に
続
く

こ
の
不
幸
な
出
来
事
を
乗
り
越
え
、
七
面
山
信
仰
の
拠
点
を
新
た
に
築
く
た
め
に
、
従
前
と
は
全
く
異
な
る
本
殿
の
形
状
を
選
ん
だ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
七
面
山
敬
慎
院
に
は
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
か
つ
身
延
山
久
遠
寺
布
教
部
の
林
是
恭
氏
と
宝
物

館
の
池
田
優
季
名
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
松
井
角
平
記
念
財
団
か
ら
も
平
成
三
〇
年
度
研
究
助
成
（
助
成
期
間
：
二
〇
一

九
年
四
月
～
二
〇
二
一
年
三
月
）
を
受
け
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

註（
１
）	

七
面
山
お
よ
び
七
面
神
信
仰
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
以
下
を
参
考
と
し
た
。

	

中
尾
堯
「
法
華
修
行
の
霊
場
―
身
延・

七
面
山
」『
日
本
の
聖
域　

第
三
巻
』
佼
成
出
版
社
、
一
九
八
一
年

	

中
尾
堯
「
七
面
山
の
信
仰
」『
富
士・

御
嶽
と
中
部
霊
山
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
四
年

	

石
川
教
張・

宮
川
了
篤
「
山
岳
信
仰
と
し
て
の
七
面
山
」『
身
延
山・

七
面
山
：
内
藤
正
敏
写
真
集
』
所
収
、
耕
土
社
、
一
九
八
一
年
、
一
四
二

頁
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宮
川
了
篤・

林
是
晋
監
修
『
法
華
経
信
仰
の
霊
場
七
面
山
』
か
ま
く
ら
出
版
、
一
九
八
三
年

	
望
月
真
澄
『
身
延
山
信
仰
の
形
成
と
伝
播
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年

	
『
身
延
山
史
』
一
九
七
三
年

（
２
）	
渡
辺
洋
子
「
山
梨
県
南
巨
摩
郡
に
お
け
る
在
郷
七
面
堂
建
築
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
第
四
九
五
号
』
日
本
建
築
学
会
、

一
九
九
七
年

（
３
）	

宮
川
了
篤・
林
是
晋
監
修
『
法
華
経
信
仰
の
霊
場
七
面
山
』
か
ま
く
ら
出
版
、
一
九
八
三
年
、
九
頁

（
４
）	『
身
延
山
史
』
一
三
六
頁

（
５
）	

註
（
１
）
前
掲
書

（
６
）	

林
是
晉
『
身
延
山
久
遠
寺
史
研
究
』
所
収
「
七
面
山
」
他
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
三
年

（
７
）	

身
延
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
身
延
町
誌
』
サ
ン
ニ
チ
印
刷
、
一
九
七
〇
年

（
８
）	

望
月
真
澄
『
身
延
山
信
仰
の
形
成
と
伝
播
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
二
八
頁

（
９
）	

久
遠
寺
蔵

（
10
）	

日
本
建
築
学
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
て
画
像
引
用

（
11
）	

国
際
浮
世
絵
学
会
『
浮
世
絵
大
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
四
四
五
頁

（
12
）	

前
掲
『
浮
世
絵
大
事
典
』
四
四
五
頁

（
13
）	

武
内
淑
子
『
呉
羽
山
の
七
面
堂
』
二
〇
〇
七
年
、
引
用・

挿
絵

（
14
）	

京
都
府
教
育
委
員
会
『
近
畿
地
方
の
近
世
社
寺
建
築
二
（
京
都
一
）』
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
七
頁

（
15
）	

望
月
真
澄
『
近
世
日
蓮
宗
の
祖
師
信
仰
と
守
護
神
信
仰
』
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
二
頁

（
16
）	

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

（
17
）	

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

（
18
）	

久
遠
寺
蔵

（
19
）	

久
遠
寺
蔵

（
20
）	

北
澤
光
昭
『『
身
延
山
図
経
』
の
研
究
』
地
人
館
、
一
九
九
八
年
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（
21
）	

望
月
真
澄
『
身
延
山
を
歩
く
』
イ
ー
フ
ォ
ー
、
二
〇
一
一
年
収
録

（
22
）	

久
遠
寺
蔵

（
23
）	
註
（
６
）
前
掲　

林
是
晉
『
身
延
山
久
遠
寺
史
研
究
』
所
収
「
日
唱
の
身
延
除
歴
事
件
」

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
七
面
山
、
七
面
造
、
本
殿・

幣
殿・

拝
殿
、
建
築
、
実
測
調
査

（ 77 ）
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